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衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
落
花
生
の
保
護
関
税
採
用
と
輸
入
自
由
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
落
花
生
の
保
護
関
税
採
用
と
輸
入
自
由
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

落
花
生
は
、
関
東
、
東
海
、
南
九
州
の
畑
作
地
帯
に
お
け
る
重
要
な
商
品
作
物
で
あ
り
、
か
つ
、
内
外
価
格
差

が
大
幅
で
あ
る
た
め
、
国
内
生
産
保
護
の
見
地
か
ら
輸
入
割
当
制
度
を
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

輸
入
割
当
数
量
に
つ
い
て
は
、
需
給
計
画
に
基
づ
い
て
、
需
要
を
み
た
す
だ
け
の
十
分
な
数
量
を
確
保
す
る
と

と
も
に
需
給
関
係
の
変
動
に
応
じ
て
追
加
割
当
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
て
い
る
が
、
四
十
二
年
産
落
花
生
に

つ
い
て
は
、
国
内
産
落
花
生
の
生
産
が
当
初
見
込
数
量
を
下
回
り
、
輸
入
割
当
数
量
を
増
枠
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
粒
種
の
主
要
な
輸
出
国
で
あ
る
中
共
の
国
内
事
情
の
た
め
に
、
中
共
か
ら
の
輸
入
が
増
加
で
き
ず
、
国
内

価
格
の
高
騰
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
最
近
の
価
格
の
高
騰
は
、
輸
入
方
式
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
と
も
国
内
流 



通
事
情
お
よ
び
海
外
の
輸
出
余
力
等
も
勘
案
し
つ
つ
、
そ
の
適
切
な
運
用
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
落
花
生
の
自
由
化
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
内
外
の
需
給
動
向
お
よ
び
価
格
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
国
内

産
の
保
護
の
た
め
に
は
、
現
状
で
は
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
関
税
率
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
自
由
化
の
見
込
み
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
今
後
さ
ら
に
検
討
い
た
し
た
い
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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